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【諸言】

小学生にとって学習に取り組む最も基本的な姿勢は座位であり，日々の学校生活に

おいて，座位姿勢を保ちながら認知課題に取り組む場面は多々ある．学校教員は学習

中の生徒の座位姿勢にも注意を払っており，生徒が学習課題に取り組んでいる際に座

位姿勢が目について悪いと感じる場合には，それを正すよう指導することがたびたび

ある．一方，認知課題の実施と姿勢保持の関係に関する知見として，認知課題実施中

は認知課題と姿勢保持に向ける注意が干渉し合うことで姿勢が不安定になる可能性が

指摘されている．しかしながら，認知課題と姿勢保持の関係についての報告は立位姿

勢に関するものが多くを占めており，座位姿勢に関する知見は不十分である．仮に，

立位と同様に座位においても認知課題の実施が姿勢保持に影響を与えるのであれば，

教員から見て悪い姿勢を正すよう指導することが，場合によっては生徒の課題遂行を

妨げてしまっている可能性がある．特別支援教育制度の開始以来，作業療法士も通常

学級の訪問活動に参加をしているが，この訪問活動において作業療法士が生徒の課題

遂行を促すような働きかけを行うためには，認知課題の実施と座位姿勢保持の関係を

明らかにする必要性が高い．そこで本研究では，「認知課題非実施時と比較して認知課

題実施時には，座位保持に関わる筋群の活動量が減少し，座圧中心の変動が増加する」

「認知課題の難度が高まった場合には，座位保持に関わる筋群の活動量がより大きく

減少し，座圧中心の変動もより大きく増加する」という 2つの仮説を検証することで，
認知課題の遂行が児童の座位姿勢に与える影響を明らかにすることを目的とした．

【対象及び方法】

本研究の参加に同意を得られた，A小学校通常学級の小学 4年生 28名を対象とした．
対象の取り込み基準は，1) 現在通常学級に在籍していること，2) 過去に神経学的な
障害や発達障害の診断を受けていないこと，とした．対象生徒はコントロール課題（腰

仙椎直立座位姿勢の保持）と，姿勢保持と並行した 2種類の認知課題（簡単な計算課
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題; EAと難しい計算課題; DA）をそれぞれ 2分間ずつ実施することとし，各課題実施中の
表面筋電図，座圧中心変動，座位姿勢を記録した．EAでは 2つの数字の加算減算問題を提
示し，DAでは 3つの数字の四則演算問題を提示した．表面筋電図は内腹斜筋と腰部多裂筋
の活動を計測し，座圧中心変動は前後，左右方向への変動幅を計測した．座位姿勢の記録

は，対象生徒の側方と後方に設置した 2台のビデオカメラにより行った．課題終了後には，
2種類の認知課題の主観的な難度をアンケートにより聴取した．

【結果】2種類の認知課題の難度に対するアンケート結果には有意差を認め，DAの正答率
は EAの正答率と比較して有意に低かった(p<0.01)．また，認知課題の正答率と認知課題の
難度に対するアンケート結果の間には有意な相関関係を認めた(p<0.0001)．コントロール課
題実施時と比較して 2種類の認知課題実施時には右腰部多裂筋以外の筋活動量が低下し，
さらにDA実施時にはEA実施時と比較して右腰部多裂筋以外の筋活動量が有意に低下した
(p<0.05)．前後方向の座圧中心変動幅は，コントロール課題実施時と比較して DA実施時に
有意に拡大した(p<0.05)．また，筋活動量と前後方向の座圧中心変動幅の間には有意な相関
関係を認めた(P=0.0102)．認知課題の正答率と，認知課題実施中の筋活動量・座圧中心変
動幅の間には有意な相関関係は認めなかった．録画した映像から，認知課題実施中には骨

盤が後傾し脊柱が後彎する姿勢変化が多く観察された．

【考察】2種類の認知課題の主観的な難度に関するアンケートと正答率の結果から，それぞ
れの認知課題の間には明確な難度差が生じており，筋活動量の低下や座圧中心変動幅の拡

大は課題難度の違いにより生じたものと考えられる．認知課題実施下における姿勢制御理

論の一つである cross-domain competition modelでは，注意資源の干渉作用により認知課
題の難度が向上すると姿勢コントロールが低下するとされているが，本研究においてもそ

れと同様の結果が得られた．本研究で基本姿勢として用いた腰仙椎直立座位は意識的な内

腹斜筋や腰部多裂筋の収縮を必要とするものであり，姿勢保持に対して相応の注意量が必

要であったと考えられる．そのため，認知課題の実施に伴い姿勢に向けられる注意量が低

下した結果，筋活動量が低下し骨盤後傾や脊柱後彎といった姿勢変化を招いたものと考え

られる．これらの結果は本研究の仮説を支持するものであり，認知課題の実施が座位姿勢

保持に対しても影響することが示唆されたが，本研究の実験内容と通常学級の訪問活動で

実際に直面する状況とは乖離した点も多くあり，本研究の結果をそのまま臨床的に応用す

ることについては課題も残された．

【結語】

認知課題の遂行が児童の座位姿勢に与える影響を明らかにすることを目的として本研究を

実施した．結果，認知課題実施時には筋活動量が低下した．さらに，より難しい認知課題

を実施した時には筋活動量の低下も大きくなり，座圧中心変動幅も拡大した．本研究の結

果は，二重課題実施下の姿勢コントロールに関する理論の一つである cross-domain 
competition modelに従うものであった．本研究の結果から認知課題の実施が座位姿勢保持
においても影響することが示唆されたが，今後はより臨床場面に近い環境設定での検証を

行うことが課題として残された．


